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論　　文　　の　　要　　旨

　岩石海岸にみられる波食棚とよばれる特徴的な浸蝕地形については，古くから注目され記載され

てきたがヨ最近になって形成条件について具体的な説明が試みられるようになった。しかしうその

説明はなお定性的である。本研究はより一般性の高い波食棚形成条件の解明を課題としている。

　第1章では波食棚が形態的に2つのタイプに分けられ，これに波食棚が発達しない急崖海岸を加

えう計3種類が識別できること害などを述ベヨ第2章で波食棚地形に関する研究の歴史について要

点を述べ，第3章ではう本研究の課題からみて，海岸に作用する波の浸食カう海岸を構成する岩石

の低抗カヨ浅海域の海底地形。の3つの要因の把握が従来の研究では不十分であったことを指摘し

ている。第4章では，上記の観点に立って選定した日本各地の25地点の海岸についてそれぞれを詳

しく記載している。第5章では各地点における岩石の物理的および力学的基本性質を現地と実験室

における測定にもとづいて述ベヨ第6章では害波の浸食力を具体的に評価する第1歩としてラ各調

査地点が（1）外洋に面するラ（2）内湾に位置するラ（3）ある程度遮へいされている、の3つの条件に分けヨ

それぞれの条件下における各地点の最も効果的な波の大きさを既存の資料から確率的に求めている。

第7章と第8章が本論文の核心部分でヨ第7章では急崖海岸と波食海岸の発生条件を明らかにして

いる。第6章で求めた波の大きさをもとにしてう浅海域における波動理論を適用して波圧の分布に一

ついて考察し、これを海岸に作用する波の浸蝕カの指標とし青これに対する岩石の低抗カの指標と

しては第5章で述べた諸数値のうち圧縮強度を採用するのが適切であることを述べ害これら2つの
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指標を用いるとう調査した25地点が急崖海岸と波食棚海岸に明確に分けられることを示した。第8

章では波食棚地形の2つのタイプの発生条件を明らかにしている。波の浸食力としては海水の流動

によるせん断力を岩石の低抗力としてはせん断低抗力を指標とすることが適切であることを述ベラ

これら2つの指標を用いると，調査した波食棚地形の2つのタイプが明確に分けられることを示し

た。

審　　査　　の　　要　　旨

　岩石海岸の地形学的説明は古くから試みられてきたが，海岸における岩石の低抗力と波の浸食カ

との評価が困難であったため，長い間ヨその説明は定性的でありヨ記載の域を出なかった。近隼ヨ

岩石の力学的試験方法の開発とラ沿岸海域における海洋観測施設の充実とによりヨ岩石海岸の地形

を力学的観点から説明し得る可能性が高まったといえる。しかし、なおラ多くの困難が横たわって

いる。岩石の低抗力の評価にあたってもラ各種の互層事層理面や断層その他の割れ目，風化による

岩石の劣化などをいかに処理するかはその1つであるが，波の浸食カの評価はさらに困難な問題で

ある。海洋における波が不定性の強い現象であるうえにヨ浅海域争とくに海岸における海水の運動

は非線型性がはなはだしいからである。

　著者は争本論文において，これらの困難をいかに克服するのかの手法を示した。とくに波の浸食

力の評価方法は巧妙1適切でありヨ今後の研究に重要な指針となるであろう。

　よって，著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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